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調査概要調査概要

１調 査 目 的 ： 現在日本の大学において「大学の社会的責任」がどのように認知され対応されようとしているのかその実態を把握し、
これを大学関係者にフィードバックすることで、大学経営支援の一助となる

２調 査 対 象 ： 国公立／私立大学（総合、単科/専門、短期大学含む）

３調 査 地 域 ： 全　　国

４サ ン プ ル 数 ： 発送数 ８４７ｓ　（国公立１９１ｓ＋私立６５６ｓ）
回収数 ２０４ｓ
有効回答数 ２０１ｓ（有効回答率 ２３．７％）

５調 査 方 法 ： 質問紙郵送法

６調 査 期 間 ： ２００４年１０月１９日～１１月１９日

７調 査 主 体 ： 特定非営利活動法人 ２１世紀大学経営協会（U-MA21)

８調 査 企 画 ： ＳＲ部会

ＵＳＲグループ

株式会社日経リサーチ　　　　　　　　　　　　林　美智代

９調査実施機関 ： 株式会社日経リサーチ

株式会社中央青山PwCサステナビリティ研究所　 寺田　良二
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基本属性基本属性
■大学種類１ ［参考］送付対象

国公立 私立 無回答 合計 国公立 私立

全　　体 (N=201) 71 130 0 上段：実数 847 191 656 上段：実数

100.0 35.3 64.7 0.0 下段：％ 100.0 22.6 77.4 下段：％

■大学種類２ ■回答者役職

総合大学
単科／

専門大学
短期大学 無回答

理事長・
学長

理事・
副学長

事務局長・
室長・

総務課長

事務方
担当者

その他 無回答

全　　体 (N=201) 92 89 17 3 上段：実数 全　　体 (N=201) 55 46 58 12 10 20 上段：実数

100.0 45.8 44.3 8.5 1.5 下段：％ 100.0 27.4 22.9 28.9 6.0 5.0 10.0 下段：％

■学生全体数

1000人
未満

1000人
以上

5000人
未満

5000人
以上

1万人未満
1万人以上 無回答

全　　体 (N=201) 55 65 40 36 5 上段：実数

100.0 27.4 32.3 19.9 17.9 2.5 下段：％

■正職員数（教員含まず）

50人未満
50人～

100人未満
100人～

300人未満
300人以上 無回答

全　　体 (N=201) 70 33 49 45 4 上段：実数

100.0 34.8 16.4 24.4 22.4 2.0 下段：％

■エリア別

北海道
・東北

関東
（首都圏

除く）
首都圏 東海 甲信越

近畿
（大阪圏

除く）
大阪圏 中国 四国 九州・沖縄 無回答

全　　体 (N=201) 16 6 53 21 17 9 29 17 4 26 3 上段：実数

100.0 8.0 3.0 26.4 10.4 8.5 4.5 14.4 8.5 2.0 12.9 1.5 下段：％
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１．１．USRUSRの認知度の認知度

Ｑ１．あなたは、大学の社会的責任（USR=　University　Social　Responsibility）についてどの程度ご存知ですか。（１つだけ〇印）

※「経営層」＝理事長/学長、理事/副学長クラス

(%)

内容を
知っている

合計

全体 (Ｎ=201) 60.7

国公立 (n=71) 63.4

私立 (n=130) 59.2

総合大学 (n=92) 71.7

単科／専門＋短期大学 (n=106) 50.9

経営層（＊） (n=101) 66.3

それ以外 (n=80) 56.3

１００人未満 (n=103) 48.5

１００人以上 (n=94) 74.5

8.0

6.9

6.9

30.8

25.4

33.8

21.7

38.7

25.7 5.0

9.9

12.6

5.0

ことばを
聞いたことがない

5.4

10.4

3.2 21.3

38.8

38.8

ことばを聞いた
ことがあるが

内容は知らない

67.0

44.7

53.8

61.4

47.2

64.1

56.2

53.5

55.2

内容をおおよそ
知っている

9.9

7.4

3.9

2.5

3.8

7.6

3.1

5.5

内容を詳しく
知っている

1.1

1.4

無回答

1.1

0.0

1.0

0.0

0.5

(%)

0.0

0.0

大
学
種
類
１

大
学
種
類
２

回
答
者

役
職

正
職
員
数
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22．．USRUSRの取り組み状況の取り組み状況

Ｑ１ＳＱ１．（Ｑ１で３～４とお答えの方にお聞きします）貴大学では、「大学の社会的責任（USR）」への取り組み状況はどのようになっていますか。（１つだけ〇印）

(%)

取り組み
（予定）
合計

全体 (n=122) 80.3

国公立 (n=45) 86.7

私立 (n=77) 76.6

総合大学 (n=66) 86.4

単科／専門＋短期大学 (n=54) 74.1

首都圏 (n=35) 80.0

首都圏以外 (n=85) 81.2

１００人未満 (n=50) 76.0

１００人以上 (n=70) 84.3

15.6

19.5

14.3

45.1

35.6

50.6

45.5

44.4

37.1 2.9

8.9

18.0

15.3

取り組みを
検討していない

13.6

16.7

12.9 48.6

40.0

48.2

取り組みを
検討中である

35.7

36.0

32.9

42.9

29.6

40.9

26.0

51.1

35.2

既に取り
組んでいる

2.2

2.9

2.0

2.4

5.6

0.0

2.6

2.5

検討したが、
取り組みには
至っていない

0.0

2.2

取り組み状況に
ついてわからない

4.0

1.2

2.9

3.7

1.3

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

無回答

(%)

0.00.0

0.0

大
学
種
類
１

大
学
種
類
２

所
在
地

正
職
員
数

「ＵＳＲの内容を知っている」と
の回答者が対象
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33．．USRUSRの取り組み検討理由の取り組み検討理由

Ｑ１ＳＱ２．（Ｑ１ＳＱ１で２～４と回答の方へ）「大学の社会的責任（ＵＳＲ）」への取り組みを検討されるに至った背景や理由は何ですか。（いくつでも〇印）

全体 (n=101)

77.2

43.6 39.6

25.7 21.8 20.8

0 .0 4 .0
0

50

100

大学経営の

持続的成長

のために

不可欠な考え

ＵＳＲが

大学経営の

ためのひとつの

指標になる

大学にも同様の

考えが必要だと

感じたから

ＵＳＲに取り組む

ことが評価向上

に繋がる

ＵＳＲが

経営改革の

突破口になる

と感じたから

大学も社会的

責任を考える

べきだと感じた

周囲やライバル

視してる大学が

取り組み始めた

その他

(%)

ＵＳＲの取り組みを検討した回答者が対象
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33．（参）．（参）取り組みに到らなかった理由取り組みに到らなかった理由

Ｑ１ＳＱ３．（Ｑ１ＳＱ１で４と回答の方へ）「大学の社会的責任（ＵＳＲ）」への取り組みを検討したものの、取り組みには至らなかった理由は何ですか。（いくつでも〇印）

全体 (n=3)

66.7

33 .3

0 .0 0 .0 0.0 0.0 0.0

33 .3

0

50

100

推進ノウハウ

・人材がない

／不足してるから

時期尚早と

判断したから

ゴールが

見えないから

考え方・

コンセプト等に

同調でき

ないから

取り組み

資金がない／

不足して

いるから

取り組む

メリットを

感じないから

ライバル視

してる大学

で取り組み

始めてない

その他

(%)

＜参考＞

「検討したが取り組みには至っていない」との回答者が対象
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44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ①①全合計全合計 （（11））

Ｑ２．貴大学では、「ステークホルダー（利害関係者）」の範囲をどのようにとらえていますか。（いくつでも〇印）

全体 (N=201)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

卒
業
生
お
よ
び

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

教
員

職
員

入
学
予
定
者

入
学
予
定
者
の
保
護
者

地
域
住
民

地
方
自
治
体

卒
業
生
就
職
先
と
し
て
の

民
間
企
業

高
校
関
係
者

文
部
科
学
省

共
同
研
究
提
携
先

と
し
て
の
民
間
企
業

大
学
経
営
者

補
助
金
等
の
出
し
手

予
備
校
関
係
者

取
引
業
者

金
融
機
関

社
会
一
般

一
般
の
社
会
人

マ
ス
コ
ミ

研
究
機
関

出
資
者

そ
の
他
省
庁

Ｎ
Ｇ
Ｏ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

95.0 88.6 84.6 82.6 82.6 81.6
70.6 67.2 58.7 58.7 57.7 53.7 47.8 43.8 42.3 37.3 34.3

24.4 23.4 22.9 20.9 19.9 19.4 18.9
8.0 6.5 1.0

0

50

100(%)
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44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ①①全合計全合計 （（22））

Ｑ２．貴大学では、「ステークホルダー（利害関係者）」の範囲をどのようにとらえていますか。（いくつでも〇印）

国公立 (n=71)

私立 (n=130)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

卒
業
生
お
よ
び

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

教
員

職
員

入
学
予
定
者

入
学
予
定
者
の
保
護
者

地
域
住
民

地
方
自
治
体

卒
業
生
就
職
先
と
し
て
の

民
間
企
業

高
校
関
係
者

文
部
科
学
省

共
同
研
究
提
携
先

と
し
て
の
民
間
企
業

大
学
経
営
者

補
助
金
等
の
出
し
手

予
備
校
関
係
者

取
引
業
者

金
融
機
関

社
会
一
般

一
般
の
社
会
人

マ
ス
コ
ミ

研
究
機
関

出
資
者

そ
の
他
省
庁

Ｎ
Ｇ
Ｏ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

91.5
80.3 73.2 76.1 76.1 77.5

67.6
77.5 77.5

60.6 59.2 60.6 57.7

26.8 33.8 29.6 29.6
12.7

25.4 29.6
21.1 18.3 11.3

26.8
9.9 4.2 1.4

0

50

100(%)

96.9 93.1 90.8 86.2 86.2 83.8
72.3

61.5
48.5

57.7 56.9 50.0 42.3
53.1 46.9 41.5 36.9 30.8

22.3 19.2 20.8 20.8 23.8
14.6 6.9 7.7 0.8

0

50

100(%)
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44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ②②11～～55番目合計番目合計 （（11））

Ｑ２ＳＱ１．上記Ｑ２で選んだうち、重要と考える「ステークホルダー（利害関係者）」を最大５つまで選び、重要な順にその番号を記入してください。＜１～５番目合計＞

全体 (N=201)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

教
員

卒
業
生
お
よ
び
O
B
・

O
G
会

入
学
予
定
者

職
員

地
域
住
民

入
学
予
定
者
の
保
護
者

卒
業
生
就
職
先
と
し
て

の
民
間
企
業

地
方
自
治
体

文
部
科
学
省

高
校
関
係
者

大
学
経
営
者

社
会
一
般

補
助
金
等
の
出
し
手

共
同
研
究
提
携
先

と
し
て
の
民
間
企
業

取
引
業
者

そ
の
他

金
融
機
関

予
備
校
関
係
者

出
資
者

そ
の
他
省
庁

一
般
の
社
会
人

マ
ス
コ
ミ

研
究
機
関

N
G
O

わ
か
ら
な
い

92.0

59.2 50.7 50.2 47.8 40.3
23.9 20.4 17.4 11.9 11.9 9.5 7.5 7.5 6.0 5.5 5.0 4.5 3.0 2.5 2.5 2.0 1.0 0.5 0.0 0.0 1.0

0

50

100(%)



11

44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ②②11～～55番目合計番目合計 （（22））

Ｑ２ＳＱ１．上記Ｑ２で選んだうち、重要と考える「ステークホルダー（利害関係者）」を最大５つまで選び、重要な順にその番号を記入してください。＜１～５番目合計＞

国公立 (n=71)

私立 (n=130)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

教
員

卒
業
生
お
よ
び
O
B
・

O
G
会

入
学
予
定
者

職
員

地
域
住
民

入
学
予
定
者
の
保
護
者

卒
業
生
就
職
先
と
し
て

の
民
間
企
業

地
方
自
治
体

文
部
科
学
省

高
校
関
係
者

大
学
経
営
者

社
会
一
般

補
助
金
等
の
出
し
手

共
同
研
究
提
携
先

と
し
て
の
民
間
企
業

取
引
業
者

そ
の
他

金
融
機
関

予
備
校
関
係
者

出
資
者

そ
の
他
省
庁

一
般
の
社
会
人

マ
ス
コ
ミ

研
究
機
関

N
G
O

わ
か
ら
な
い

85.9

29.6

56.3

26.8
45.1 39.4 38.0

22.5 16.9
31.0 25.4

8.5 4.2
12.7 5.6 9.9 7.0 4.2 0.0 2.8 4.2 2.8 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4

0

50

100(%)

95.4
75.4

47.7
63.1

49.2
40.8

16.2 19.2 17.7
1.5 4.6 10.0 9.2 4.6 6.2 3.1 3.8 4.6 4.6 2.3 1.5 1.5 0.8 0.8 0.0 0.0 0.8

0

50

100(%)
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44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ③③11～～55番目ウェイトづけ平均（番目ウェイトづけ平均（11））

Ｑ２ＳＱ１．上記Ｑ２で選んだうち、重要と考える「ステークホルダー（利害関係者）」を最大５つまで選び、重要な順にその番号を記入してください。
＜１～５番目合計 平均化＞

全体 (N=201)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

教
員

入
学
予
定
者

卒
業
生
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会

職
員

地
域
住
民

入
学
予
定
者
の
保
護
者

卒
業
生
就
職
先
と
し
て
の

民
間
企
業

高
校
関
係
者

地
方
自
治
体

文
部
科
学
省

社
会
一
般

大
学
経
営
者

取
引
業
者

補
助
金
等
の
出
し
手

共
同
研
究
提
携
先
と
し
て

の
民
間
企
業

予
備
校
関
係
者

金
融
機
関

出
資
者

そ
の
他
省
庁

一
般
の
社
会
人

研
究
機
関

マ
ス
コ
ミ

Ｎ
Ｇ
Ｏ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

4.32

1.99
1.53 1.51 1.21 0.88 0.53 0.48 0.28 0.25 0.24 0.23 0.19 0.17 0.16 0.11 0.08 0.06 0.05 0.04 0.04 0.03 0 0 0 0.14 0.05

0

1

2

3

4

（点）
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44．．ステークホルダーの範囲ステークホルダーの範囲 ④④11～～55番目ウェイトづけ平均（番目ウェイトづけ平均（22））

Ｑ２ＳＱ１．上記Ｑ２で選んだうち、重要と考える「ステークホルダー（利害関係者）」を最大５つまで選び、重要な順にその番号を記入してください。
＜１～５番目合計 平均化＞

国公立 (n=71)

私立 (n=130)

在
校
生

保
護
者
お
よ
び

保
護
者
会

教
員

入
学
予
定
者

卒
業
生
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会

職
員

地
域
住
民

入
学
予
定
者
の
保
護
者

卒
業
生
就
職
先
と
し
て
の

民
間
企
業

高
校
関
係
者

地
方
自
治
体

文
部
科
学
省

社
会
一
般

大
学
経
営
者

取
引
業
者

補
助
金
等
の
出
し
手

共
同
研
究
提
携
先
と
し
て

の
民
間
企
業

予
備
校
関
係
者

金
融
機
関

出
資
者

そ
の
他
省
庁

一
般
の
社
会
人

研
究
機
関

マ
ス
コ
ミ

Ｎ
Ｇ
Ｏ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

0.76

1.83 1.73

0.51
0.93 0.92 0.65

0.28 0.27
0.65 0.45 0.41 0.13 0.32 0.1 0.17 0.07 0 0.08 0.08 0.07 0 0 0 0.15 0.07

4.00

0

1

2

3

4

（点)

2.65

1.37 1.39 1.59
0.85

0.32 0.39 0.28 0.25 0.02 0.12 0.08 0.19 0.08 0.12 0.03 0.05 0.08 0.02 0.02 0.02 0 0.01 0 0.14 0.04
0

1

2

3

4

（点） 4.53
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55．．USRUSRとしての取り組みの重要度としての取り組みの重要度 （（11））

Ｑ３．貴大学では、大学の社会的責任（USR）として、以下のうちどれを重要と考えていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

全体 (N=201)

本
業
と
し
て
の
教
育
・

研
究
の
内
容

公
正
な
入
試
・
入
学
手
続
き

倫
理
、

法
令
の
遵
守

教
育
・
研
究
の
成
果
で
あ
る

就
職
や
研
究
論
文
等
の
実
績

在
校
生
に
と
っ

て
良
好
な

教
育
環
境

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
問
題

へ
の
配
慮

適
正
な
授
業
内
容
や
レ
ベ
ル

を
評
価
す
る
し
く
み

防
災
安
全
へ
の
配
慮

経
営
の
透
明
性

公
正
な
取
引
先
と
の
関
係

教
職
員
に
と
っ

て
良
好
な

仕
事
環
境

地
域
環
境
へ
の
配
慮

在
校
生
の
生
活
サ
ポ
ー

ト

定
期
的
な
経
営
情
報
の
開
示

教
育
、

研
究
の
場
に
お
け
る

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

政
治
、

行
政
と
の

健
全
な
関
係

入
学
辞
退
者
へ
の
授
業
料

の
払
い
戻
し

地
球
環
境
へ
の
配
慮

納
　
税

適
時
な
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の

情
報
公
開

地
域
社
会
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等

へ
の
貢
献
や
支
援

卒
業
生
に
対
す
る

ア
フ
タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

雇
用
面
に
お
け
る

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

教
職
員
の
経
済
的
な
待
遇

補
助
金
等
の
出
し
手

へ
の
リ
タ
ー

ン

教
職
員
の
時
間
的
な
ゆ
と
り

出
資
者
へ
の
経
済
的

リ
タ
―

ン

89.6
63.2

36.3 32.8
50.2

19.4 31.3 27.9 18.4 8.5 8.0 6.5 13.9 8.0 7.0 4.5 2.5 6.5 10.0 5.0 5.5 3.0 3.0 4.0 1.5 1.0 0.5

35.8
60.7 63.7

45.8
76.6 61.2

65.2 64.7 64.7 56.7 61.7 59.7 59.2 58.2 54.2 50.2 53.7 53.2
43.8 37.3 31.3 28.4

9.5

61.7 69.2

21.4 10.9

0

50

100(%)
何事にも優先すべき事項 当然取り組むべき事項
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55．．USRUSRとしての取り組みの重要度としての取り組みの重要度 （（22））

Ｑ３．貴大学では、大学の社会的責任（USR）として、以下のうちどれを重要と考えていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

国公立 (n=71)

私立 (n=130)

本
業
と
し
て
の
教
育
・

研
究
の
内
容

公
正
な
入
試
・
入
学
手
続
き

倫
理
、

法
令
の
遵
守

教
育
・
研
究
の
成
果
で
あ
る

就
職
や
研
究
論
文
等
の
実
績

在
校
生
に
と
っ

て
良
好
な

教
育
環
境

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
問
題

へ
の
配
慮

適
正
な
授
業
内
容
や
レ
ベ
ル

を
評
価
す
る
し
く
み

防
災
安
全
へ
の
配
慮

経
営
の
透
明
性

公
正
な
取
引
先
と
の
関
係

教
職
員
に
と
っ

て
良
好
な

仕
事
環
境

地
域
環
境
へ
の
配
慮

在
校
生
の
生
活
サ
ポ
ー

ト

定
期
的
な
経
営
情
報
の
開
示

教
育
、

研
究
の
場
に
お
け
る

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

政
治
、

行
政
と
の

健
全
な
関
係

入
学
辞
退
者
へ
の
授
業
料

の
払
い
戻
し

地
球
環
境
へ
の
配
慮

納
　
税

適
時
な
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の

情
報
公
開

地
域
社
会
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等

へ
の
貢
献
や
支
援

卒
業
生
に
対
す
る

ア
フ
タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

雇
用
面
に
お
け
る

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮

教
職
員
の
経
済
的
な
待
遇

補
助
金
等
の
出
し
手

へ
の
リ
タ
ー

ン

教
職
員
の
時
間
的
な
ゆ
と
り

出
資
者
へ
の
経
済
的

リ
タ
ー

ン

90.1
60.6

32.4 29.6
42.3

16.9 28.2 29.6
12.7 9.9 14.1 2.8 5.6 0.0 7.0 5.6 4.2 5.6 5.6 1.4 7.0 0.0 2.8 4.2 1.4 0.0 0.0

38.0

63.4 67.6 52.1
80.3 64.8 60.6

67.6
73.2

77.5
56.3 66.2

66.2 64.8 56.3 64.8
36.6

77.5 71.8

45.1 39.4
28.2 33.8 8.536.6

76.1

8.5

0

50

100(%)

89.2
64.6

38.5 34.6
54.6

20.8
33.1 26.9 21.5

7.7 4.6 8.5 18.5 12.3 6.9 3.8 1.5 6.9 12.3 6.9 4.6 4.6 3.1 3.8 1.5 1.5 0.8

34.6
59.2 61.5

42.3

74.6 59.2

60.0 57.7
56.9 59.2

56.2 56.2 59.2 48.5
57.7

40.8 43.1 47.7
33.1 26.9 28.5

12.314.6
63.8

65.462.3

10.0

0

50

100(%)

     　　何事にも優先すべき事項　　　　　　　当然取り組むべき事項
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66．．担当部署・担当者の設置状況担当部署・担当者の設置状況 ①①担当部署担当部署 （（11））

Ｑ４．現在、組織の社会的責任として一般に認識されている以下の主要な事項１）～１２）について、貴大学ではＡ）担当部署を設置していますか。（それぞれ１つずつ〇印）

全体 (N=201)

広
報
・
外
部

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

防
　
災

労
働
安
全
衛
生

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
配
慮

授
業
内
容
な
ど
学
生

に
提
供
す
る
教
育
品
質

の
確
保

経
営
情
報
の
開
示

法
令
遵
守
全
般

環
境
配
慮

社
会
的
貢
献
活
動

障
害
者
等
弱
者

へ
の
配
慮

労
働
組
合
活
動

大
学
や
教
職
員
の

違
法
行
為
等
に
関
す
る

内
部
通
達
制
度

59.7
33.3 32.8 35.3 46.8

24.9 24.4 18.4 24.9 10.0 23.4 10.0

58.7 57.7 54.2 42.3
58.2 55.2

58.7 37.8
44.8

34.8

61.2 51.2

0

50

100(%)
専任部署あり 兼任部署あり
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66．．担当部署・担当者の設置状況担当部署・担当者の設置状況 ①①担当部署担当部署 （（22））

Ｑ４．現在、組織の社会的責任として一般に認識されている以下の主要な事項１）～１２）について、貴大学ではＡ）担当部署を設置していますか。（それぞれ１つずつ〇印）

正職員数：１００人未満 (n=103)

正職員数：１００人以上 (n=94)

広
報
・
外
部

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

防
　
災

労
働
安
全
衛
生

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
配
慮

授
業
内
容
な
ど
学
生

に
提
供
す
る
教
育
品
質

の
確
保

経
営
情
報
の
開
示

法
令
遵
守
全
般

環
境
配
慮

社
会
的
貢
献
活
動

障
害
者
等
弱
者

へ
の
配
慮

労
働
組
合
活
動

大
学
や
教
職
員
の

違
法
行
為
等
に
関
す
る

内
部
通
達
制
度

45.6
23.3 21.4 26.2 37.9

14.6 16.5 10.7 20.4 6.8 10.7 5.8

65.0 63.1 58.3 47.6
60.2 57.3 59.2 52.4 32.0 41.7

52.4

44.7

0

50

100(%)

　　　　　　専任部署あり　　　　　　　　　　兼任部署あり

75.5
44.7 45.7 45.7 56.4

37.2 33.0 27.7 30.9
13.8

37.2
14.9

52.1 51.1 48.9 36.2
54.3 53.2 43.6

47.964.9
48.961.7

23.4

0

50

100(%)



18

66．．担当部署・担当者の設置状況担当部署・担当者の設置状況 ②②担当者担当者 （（11））

Ｑ４．現在、組織の社会的責任として一般に認識されている以下の主要な事項１）～１２）について、貴大学ではＢ）担当者を設置していますか。（それぞれ１つずつ〇印）

全体 (Ｎ=201)

防
　
災

労
働
安
全
衛
生

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
配
慮

広
報
・
外
部

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

授
業
内
容
な
ど
学
生

に
提
供
す
る
教
育
品
質

の
確
保

法
令
遵
守
全
般

経
営
情
報
の
開
示

環
境
配
慮

社
会
的
貢
献
活
動

障
害
者
等
弱
者

へ
の
配
慮

労
働
組
合
活
動

大
学
や
教
職
員
の

違
法
行
為
等
に
関
す
る

内
部
通
達
制
度

26.9 26.4 19.9
52.7

34.8
19.4 16.9 12.4 19.4 6.5 18.9 7.0

66.2 72.1
39.3

50.7
62.7 63.7

63.7 44.8
49.8

68.2
65.7 56.2

0

50

100(%)
専任担当者あり 兼任担当者あり
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66．．担当部署・担当者の設置状況担当部署・担当者の設置状況 ②②担当者担当者 （（22））

Ｑ４．現在、組織の社会的責任として一般に認識されている以下の主要な事項１）～１２）について、貴大学ではＢ）担当者を設置していますか。（それぞれ１つずつ〇印）

正職員数：１００人未満 (n=103)

正職員数：１００人以上 (n=94)

防
　
災

労
働
安
全
衛
生

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
配
慮

広
報
・
外
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

授
業
内
容
な
ど
学
生

に
提
供
す
る
教
育
品
質

の
確
保

法
令
遵
守
全
般

経
営
情
報
の
開
示

環
境
配
慮

社
会
的
貢
献
活
動

障
害
者
等
弱
者

へ
の
配
慮

労
働
組
合
活
動

大
学
や
教
職
員
の

違
法
行
為
等
に
関
す
る

内
部
通
達
制
度

15.5 13.6 8.7
38.8 24.3 11.7 8.7 5.8 14.6 3.9 5.8 3.9

76.7 78.6
49.5

55.3 66.0 65.0 65.0
53.4 41.7 45.6

59.2
76.7

0

50

100(%)

　　　　　　専任担当者あり　　　　　　　兼任担当者あり

40.4 41.5 31.9
68.1

45.7
28.7 26.6 19.1 25.5

9.6
33.0

10.6

53.2 64.9
27.7

45.7
58.5 60.6 47.9

53.2
73.452.166.0

57.4

0

50

100(%)
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77．．組織的・体系的なリスクマネジメントの実施組織的・体系的なリスクマネジメントの実施 （（11））
Ｑ５．組織の社会的責任は、組織のリスクマネジメントと深い関係があります。

　　　貴大学では、大学のあらゆる活動側面に関する組織的で体系的な

　　　リスクマネジメントを実施していますか。（1つだけ〇印）

36.3

52.1

53.2

65.0

40.4

はい

21.4

いいえ
わから

ない

9.5

12.6

6.4

無回答

1.0

1.1

1.0

全体

 (N=201)

１００人未満

 (n=103)

１００人以上

 (n=94)

(%) (

正

職

員

数



21

77．．組織的・体系的なリスクマネジメントの実施組織的・体系的なリスクマネジメントの実施 （（22））
Ｑ５ＳＱ１．（Ｑ５で1と回答の方）以下の事項のうち、あてはまるものにそれぞれ〇をつけてください。

（それぞれいくつでも〇印）

全体 (n=73)

89.0

82.2

76.7

69.9 68.5
65.8

57.5 57.5

49.3 47.9 46.6
42.5

61.6
57.5

50.7

63.0
69.9

49.3
53.4

39.7 37.0 38.4

74.0

49.3

0

20

40

60

80

100

セ
ク
ハ
ラ
等
人
権
配
慮

防　

災

労
働
安
全
衛
生

法
令
遵
守
全
般

広
報
・
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

授
業
内
容
な
ど
学
生
に
提
供
す
る

教
育
品
質
の
確
保　
　
　
　
　
　

経
営
情
報
の
開
示

環
境
配
慮

社
会
的
貢
献
活
動

労
働
組
合
活
動

障
害
者
等
弱
者
へ
の
配
慮

大
学
や
教
職
員
の
違
法
行
為
等
に

関
す
る
内
部
通
達
制
度　
　
　
　

(%)

リスクマネジメントの対象

システム的なマネジメントを行っているもの

「組織的で体系的なリスクマネジメントを実施」との回答者が対象
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88．．USRUSR方針と計画方針と計画 （（11））
Ｑ６．貴大学におけるＵＳＲ方針と計画について、取り組み状況（または取り組み予定）は

　　　どのようになっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(%)

(n=43)

作成・

（予定）

運営

合計

ＵＳＲ方針 65.1

行動指針・倫理規程 72.1

ＵＳＲ現状に関する
リスクの洗い出し

65.1

ＵＳＲ指標の設定 58.1

全学的なＵＳＲ活動
実施計画

60.5

現場ごとの方針と
計画

65.1

16.3

14.0

14.0

30.2

32.6

37.2

34.9

32.6

25.6 20.9

7.0

作成・

実行

の予定

はない

20.9

16.3

作成・

実行

の予定は

あるが、

未着手

18.6

14.0

9.3

14.0

9.3

14.0

作成・

実行中

30.2

14.0

14.0

14.0

20.9

運営・

実施中

4.7

2.3

わから

ない

2.3

4.7

2.3

2.3

18.6

18.6

18.6

16.3

18.6

16.3

無回答

(%)

「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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88．．USRUSR方針と計画方針と計画 （（22））

Q７．組織に関する以下の事項について、貴大学では現在、取り組み状況は

　　　どのようになっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(n=43)

ＵＳＲ担当理事

（役員）を

置いている

ＵＳＲ担当部門を

設置している

ＵＳＲ担当部門は

ないが、ＵＳＲ

担当者を置いている

ＵＳＲ担当部門

（担当者）の役割は

文書化され、

明確になっている

ＵＳＲ担当部門

（担当者）に大幅な

権限委譲が

なされている

20.9

41.9

72.1

76.7

46.5

67.4

74.4

14.0

はい

23.3

14.0

いいえ

11.6

9.3

11.6

9.3

7.0

無回答

(%)
「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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99．．USRUSRに関する教育／啓蒙に関する教育／啓蒙 （（11））

Ｑ８．ＵＳＲに関する教育／啓蒙に関して、Ａ）対象者について、

それぞれ現在の取り組み状況についてどうなっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(%)

(n=43)
実施

（予定）

合計

経営幹部クラス 34.9

管理職職員 34.9

（管理職を除く）職員 30.2

教　員 25.6

取引先 2.3

9.3

18.6

34.9

37.2

32.6

41.9

14.0

14.0

9.3

9.3

9.3

11.6

14.0

予定・

検討

なし

16.3

48.8

実施

を

検討中

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

未実施

だが予定

は決まって

いる

14.0

0.0

11.6

18.6

16.3

実施中

11.6

18.6

実施

済み

0.0

9.3

16.3

23.3

4.7

7.0

9.3

7.0

わから

ない
無回答

(%)

「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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99．．USRUSRに関する教育／啓蒙に関する教育／啓蒙 （（22））
Ｑ８．ＵＳＲに関する教育／啓蒙に関して、Ｂ）現場ごとの組織について、

それぞれ現在の取り組み状況についてどうなっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(%)

(n=43)
実施

（予定）

合計

役員会 32.6

学　部 30.2

大学院 25.6

付属学校 18.6

図書館 30.2

保険・環境 23.3

情報・ＩＴ 32.6

研究センター 30.2

事務局（総務・庶務
・事務・学生課等）

37.2

14.0

20.9

20.9

27.9

30.2

25.6

18.6

27.9

23.3 16.3

16.3

11.6

16.3

18.6

11.6

16.3

9.3

11.6

9.316.3

20.9

23.3

予定・

検討

なし

16.3

16.3

16.3

実施

を

検討中

34.9

32.6

30.2

未実施

だが予定

は決まって

いる

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

実施中

16.3

14.0

14.0

16.3

20.9

16.3

20.9

14.0

14.0

9.3

11.6

4.7

9.3

11.6

14.0

実施

済み

14.0

2.3

わから

ない・

該当

しない

9.3

11.6

20.9

16.3

11.6

9.3

7.0

9.3

7.0

無回答

(%)
「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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1010．モニタリングとコミュニケーション手段．モニタリングとコミュニケーション手段 （（11））
Ｑ９．ＵＳＲに関するモニタリングについて、取り組み状況（または取り組み予定）はどのように

　　　なっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(%)

(n=43)
実施

（予定）

合計

モニターの専門教育 27.9

ＵＳＲに関連する行動

指針・倫理綱領が遵守

されているかどうか

のモニタリング活動

34.9

ＵＳＲ指標の

モニタリング
25.6

ＵＳＲコストの把握

（ＵＳＲ会計）
25.6

行動指針・ＵＳＲ指標

モニタリング結果の

経営者レビュー
27.9

経営／教職員に対する

ＵＳＲ意識調査
30.2

51.2

46.5

44.2

25.6

27.9

25.6

20.9

25.6

30.2

41.9

実施の

予定は

ない

46.5

44.2

実施の

予定は

あるが、

未着手

0.0

2.3

2.3

0.0

4.7

2.3

現在、

実施中

0.0

2.3

0.0

2.3

0.0

0.0

既に

実施

済み

16.3

11.6

わから

ない

14.0

16.3

16.3

9.3

11.6

11.6

11.6

11.6

11.6

11.6

無回答

(%)

「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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1010．モニタリングとコミュニケーション手段．モニタリングとコミュニケーション手段 （（22））
Ｑ１０．ＵＳＲのコミュニケーション手段について、取り組み状況（または取り組み予定）はどのように

　　　　なっていますか。（それぞれ１つずつ〇印）

(%)

(n=43)
実施

（予定）

合計

広範なステーク

ホルダーとの対話

の場の設定
18.6

環境情報を含む

「ＵＳＲ報告書」の発行
7.0

環境情報のみの

報告書の発行
11.6

開示情報に関する

独立第三者の審査
20.9

41.9

48.8

25.6

25.6

23.3

27.9

7.0

7.037.2

実施

予定

はない

48.8

実施に

ついて

検討中

実施

予定で

あるが、

未着手

4.7

2.3

2.3

7.0

実施の

ため

準備中

0.0

0.0

4.7

0.0

14.0

9.3

既に

実施し

ている

4.7

9.3

わから

ない・

該当

しない

7.0

9.3

7.0

11.6

7.0

7.0

無回答

(%)
「ＵＳＲに既に取り組んでいる」との回答者が対象
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1111．．USRUSRの導入・推進にあたっての課題（自由回答から）の導入・推進にあたっての課題（自由回答から）

１．人的確保が困難（余裕がない）
● 小さな学校法人において、専任の組織や専任職員の配置は困難。

● 人的（スタッフ）余裕。

● 国立大学では、これに関して専任担当部署や担当者を決める人的余裕はない。したがって、全体的な教学、経営方針の中で皆の注意を喚起しており、そ
れ以外は各々の部所で対応している。例えば、附属病院ではリスクマネージメントの部署に専任担当者がおり、定期的に研修を行っているなどである。

● 小規模な学園であり、USR全般を統括的体系的に実施、啓蒙といった段階にはない。個別の部署、案件毎に役員会にて対応している状況にある。社会協
力については事実上、規模の割に具体例は多いが。Proactiveな行動が社会的責任だがしかしリスクマネジメントは、又概念が異なる（共通部分もある）と
考える。

２．専門的人材の確保／育成
● 専門に研究し、実行する人材の確保（人件費と能力）。

● 専門知識を有する人材の確保。

● 専門的知識を持った者の確保。

● 専任部署による計画的な諸研修の実施とチェックシステムの構築。

３．意識向上／改革
● まず始めに、教職員のUSRに関する認識を高める必要がある。導入の際には、一貫性のある確固としたUSRマネジメント方針を定めなければならない。

● 教員・職員、一人ひとりの意識改革が必要。

● 教職員の共通理解を深めること。

４．その他
● 企画を実施する予算の確保。

● 近々に学園課題として取り上げる必要は、全役員が認識しているが、現在は経営面の課題解決で手一杯の状況がある。

● 特に障害はありませんが、そこまで話が進んでない。

● 取り組みに必要な手法等に関する情報を十分に集めるところまで至っておりませんが、USR取り組みの必要性を感じております。

● USR活動項目の基準化が混乱しているので、勉強中。ISＯ１４００１取得等への動機づけから取り組む予定。

● 従来はUSRに関する組織的な理解が得られていない面もあったが今後は段階的に推進していきたい。

● ＵＳＲという特別な活動概念があると考えるのではなく、大学における教育・研究や社会貢献など全ての活動において社会的責任を意識しつつ推進するこ
とが必要と考えている。

●アンケートをすることによってかなり啓蒙されましたが、まだＵＳＲなるものがどんなものなのかよくつかめません。その必要性は感じますが、具体的にど
のように取り組んでいけばよいのかよくわかりませんので、良い取り組みのモデルを知りたいと思います。
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１２．結果まとめ１２．結果まとめ
■認知と取り組み状況

USRのことば認知：９割
USRの内容認知 ：６割

内容認知

「既に取り組んでいる」のは３５％
「取り組みを検討中」が４５％

取り組み状況認知度 内容認知６割のうち

今まさに過渡期

○総合大： 72％ それ以外：51％
○正職員100人未満： 49％ 100人以上：75％

国公立 51％
私 立 26％

取り組み検討理由

持続的成長（＝サステナビリティ）・・・８割弱

国立大学の独立行政法人化、大学の大競争時代に突入し、
大学存続の危機感 ⇒社会的存在意義

■取り組み内容

国公立・・・・ 地域住民、地方自治体、教職員志向

私 立・・・・・保護者、卒業生志向

具体的な取り組み
（教育・啓蒙、方針計画、
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等）はこれから

担当部署、担当者、体系
的リスクマネジメントは、
職員規模で大きな差

ステークホルダー、取り組みの重要度 導入・推進の課題（自由回答から）

●人的確保が困難
●専門的人材の確保／育成
●意識向上／改革

取り組みの内容

少人数でも、USRにうまく対応

している大学を研究
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